
地
方
創
生
を
目
指
す
「
地
方
人
ロ
ビ

ジ
ョ
ン
」、「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策

定
に
つ
い
て

質
問　

政
府
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
正
社
員

と
非
正
規
社
員
の
有
配
偶
者
率
に
つ
い

て
「
20
歳
代
後
半
で
約
32
％
と
13
％
、

30
歳
代
前
半
で
約
58
％
と
23
％
と
、
正

社
員
の
半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。」
と
し
て
い
る
。

　

今
後
の
人
口
推
移
に
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
本
市
の
実
態
を
数
値
と
し
て
把

握
す
べ
き
。

答
弁　

国
が
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
国
の
法
的

整
備
な
ど
、
国
の
政
策
に
左
右
さ
れ
る

側
面
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
必
要

性
が
高
い
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
把
握

の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

質
問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

は
、「
結
婚
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
希

望
を
持
て
る
社
会
が
形
成
さ
れ
る
よ
う

環
境
を
整
備
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

　

「
滝
川
市
こ
ど
も
プ
ラ
ン
」
は
、
国

と
道
の
資
料
の
引
用
だ
っ
た
。
市
民
の

実
態
が
わ
か
る
よ
う
に
具
体
的
に
調
査

す
べ
き
。

答
弁　

保
護
者
の
負
担
を
細
部
に
わ
た

り
把
握
す
べ
き
と
の
趣
旨
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
市
が
独
自
調
査
す
る
場
合
、

相
応
の
時
間
と
人
員
が
必
要
で
す
。

　

重
要
度
が
高
い
と
判
断
で
き
れ
ば
実

施
を
検
討
し
ま
す
。

質
問　

総
合
戦
略
に
お
け
る
総
務
省
の

主
な
施
策
に
は
、「
地
元
学
生
定
着
促
進

プ
ラ
ン
（
奨
学
金
の
活
用
）」
が
示
さ

れ
て
い
る
。
奨
学
金
を
借
り
な
け
れ
ば

進
学
で
き
ず
、
卒
業
と
同
時
に
数
百
万

円
の
有
利
子
負
債
が
残
る
。
こ
の
厳
し

す
ぎ
る
現
状
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
①
市

独
自
の
無
利
子
奨
学
金
制
度
の
復
活
、

②
給
付
制
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
検

討
す
べ
き
。

答
弁　

国
の
制
度
は
、
地
元
産
業
界
が

必
要
な
人
材
に
関
す
る
資
格
な
ど
を
決

め
、
市
町
村
が
中
心
と
な
り
基
金
を
設

置
し
、
奨
学
金
を
借
り
た
学
生
が
地
元

に
就
職
し
た
場
合
、
基
金
か
ら
の
拠
出

で
奨
学
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
免
除

す
る
も
の
で
す
。

　

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
の

存
在
も
踏
ま
え
、
議
論
を
深
め
、
提
案

を
念
頭
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

質
問　

国
の
制
度
で
は
、「
過
疎
集
落
等

日本共産党

清　水　雅　人

を
対
象
に
、
継
続
的
な
集
落
の
維
持
活

性
化
の
た
め
、
日
常
生
活
支
援
機
能
の

確
保
と
地
域
産
業
を
振
興
す
る
取
り
組

み
を
モ
デ
ル
的
に
支
援
す
る
。」
と
し

て
い
る
。

　

江
部
乙
・
東
滝
川
地
域
を
、
こ
の
有

利
な
交
付
金
の
対
象
に
で
き
な
い
か
。

答
弁　

特
別
豪
雪
地
域
で
あ
る
本
市
が

事
業
主
体
に
な
り
、
総
合
的
な
活
性
化

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
の
地
域
を
対
象

に
計
画
す
る
こ
と
は
制
度
上
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
総
合

戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
契
約
条
例
の
検
討
に
つ
い
て

質
問　

市
政
執
行
方
針
で
「
力
強
い
産

業
の
育
成
・
雇
用
の
確
保
」
と
う
た
い

な
が
ら
、賃
金
を
上
げ
る
施
策
が
な
い
。

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
企
業
の
利

益
と
地
方
の
賃
金
が
連
動
し
て
い
な
い
。

市
と
し
て
独
自
の
賃
金
政
策
が
必
要
。

　

そ
こ
で
、本
市
の
発
注
す
る
事
業
で
、

積
算
さ
れ
た
人
件
費
に
見
合
う
適
正
な

賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
調

査
す
べ
き
。

　

ま
た
、日
本
共
産
党
の
調
査
の
結
果
、

本
市
の
発
注
事
業
で
働
く
労
働
者
の
賃

金
に
、
積
算
単
価
と
か
い
離
が
大
き
い

事
例
が
あ
る
。
札
幌
市
で
大
き
な
議
論

に
な
っ
て
い
る
「
公
契
約
条
例
」
制
定

を
検
討
す
べ
き
。

　
【
事
例
】
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託

業
務
の
発
注
額
は
、
２
億
２
、
６
８
４

万
円
。
積
算
内
訳
は
、
人
件
費
71
％
、

車
両
・
保
険
・
諸
経
費
29
％
。
１
年
を

通
し
て
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
業

務
で
、
３
社
合
計
で
車
両
15
台
に
33
人

が
従
事
し
て
い
る
。
積
算
上
の
平
均
年

収
は
４
０
８
万
円
に
な
る
が
、
実
際
の

賃
金
は
非
常
に
低
い
と
聞
い
て
い
る
。

実
態
調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

公
契
約
条
例
は
、
低
入
札
価
格

に
よ
る
労
働
者
へ
の
し
わ
寄
せ
対
策
と

し
て
、
全
国
で
12
の
自
治
体
で
労
働
報

酬
下
限
額
を
定
め
た
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
議
会
で
は
、
１
年
半
議
論
さ

れ
ま
し
た
が
、
業
界
の
反
発
を
背
景
と

し
て
、平
成
25
年
に
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
入
札
制
度
の
中
で
不
良
事
業

者
排
除
、
最
低
制
限
価
格
を
定
め
る
な

ど
し
て
、
適
正
な
労
働
環
境
確
保
と
低

賃
金
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
質
的
環
境
は
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
賃
金
や
労
働
条
件
な
ど
は
使
用

者
と
労
働
者
が
対
等
の
立
場
で
決
め
る

も
の
で
あ
り
、
公
契
約
条
例
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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